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<健康教育> 

生涯にわたる健康づくりに向けた取組の工夫 

―系統的な歯科保健教育の実施を通して― 

 

糸満市立潮平小学校養護教諭 末 吉 明 奈    

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 「人生 100 年時代」と言われている現代、医療技術の発達が進み、寿命が延びている中、生活習慣

が原因となる生活習慣病は、成人だけでなく子供にも見られ大きな課題となっている。厚生労働省と

日本歯科医師会が 1989 年に推奨して始まった「8020（ハチマルニイマル）運動」（以下「8020 運動」）

は、「80 歳になっても 20 本以上の歯を保とう」という目標があり、本県の「健康おきなわ 21（第２

次）～健康・長寿おきなわ復活プラン～」（2016）（以下「健康おきなわ 21」）の中でも示されている。

その中間評価によると、歯と口腔の健康課題において、12 歳児における１人平均むし歯数は、平成 24

年度統計では全国最下位であった。また、80 歳で 20 本以上の歯を有する者の割合は、平成 23 年度統

計で全国平均の半数にも満たない現状がある。 

沖縄県教育委員会「令和３年度版学校教育における指導の努力点」において、「健やかな心と体を育

む教育の充実（小・中学校）」の中で、「健康に関する指導については，生涯を通じて自らの健康をコ

ントロールし，保持増進していく資質や能力を育成するため，保健，安全及び食に関する指導を教育

活動全体を通じて行う必要がある。」と示されている。 

糸満市立潮平小学校（以下「本校」）は、令和２年度の歯科検診結果において、う歯保有者の割合が

38.6％（県平均 31.6％）を指しており、全国平均 19.6％と比べるとその差が大きい。また、う歯保有

者の歯科未受診率は、例年６割程度であるが、令和２年度は「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」

（以下「新型コロナ」）の影響を受け、歯科受診を控えるなど未受診率が 87.7％と高くなっている。

さらに、よく噛まずに早食いする子、偏食ぎみの子、姿勢が悪い子などが見受けられ、顎の発達や歯

並び、噛む力などへの影響が懸念される。歯科検診においても歯並びの悪さや顎の未発達など歯と口

の健康課題が見られ、食生活の視点も含めた歯科保健教育の必要性を感じている。 

これまでの取組を振り返ると、歯みがきを中心としたむし歯予防や歯肉炎予防を行ってきたため、

歯と口の働きや生活習慣が及ぼす影響について気づかせる機会が少なかった。また、新型コロナの感

染拡大により、毎年６月 30 日までに実施していた歯科検診の日程変更が余儀なくされ、子供たちの口

腔実態の把握や受診勧告が遅れている現状がある。さらに、感染リスクを避けるため、歯みがきタイ

ムの実施が難しい状況にある。学童期は、乳歯から永久歯に生え変わる時期であり、生活習慣の基礎

が培われる重要な時期でもある。そのため、小学校６年間の成長過程を踏まえ、歯と口の健康課題に

自律的に取り組むための指導計画を作成し、歯と口の保健教育をより一層充実させる必要がある。 

そこで、養護教諭が把握した子供たちの歯と口に関する健康実態を職員間で共有し、学年との検討

を通して系統的な指導計画を作成していく。指導計画の作成にあたっては、成長過程に応じた歯と口

の健康課題への対応に加え、生涯にわたる健康づくりにつながるよう噛むことを意識した内容を取り

入れていく。また、全校的な取組として、歯科検診結果をもとに作成したワークシートを活用し、児

童が自らの歯と口の健康課題に気づき、家庭と連携しながら、健康観を高めていけるよう取組を進め

ていく。そうすることで、児童一人一人の生涯にわたる歯と口の健康づくりの基礎を培うことにつな

がると考え、本テーマを設定した。 

<研究課題> 

子供たちが歯と口の健康を自分事として捉え生活習慣を見直し、生涯にわたる健康づくりへの意識

を高めることができるよう、系統的な指導計画の検討に基づいた歯科保健教育を行う。 



Ⅱ 研究内容  

１ 生涯にわたる健康づくり 

(1) 生涯にわたる健康づくり 

教育基本法第１条（教育の目的）では、心身とも

に健康な国民の育成が掲げられ、第２条（教育の目

標）では、健やかな身体を養うことが規定されてい

る。また、「『生きる力』を育む学校での歯・口の健

康づくり」（2020）において、人の生涯にわたる健

康づくりは、自らの健康がおおむね保護者等の手

に委ねられて管理されている「他律的健康づくり」

の時期から、自らの意思決定や行動選択による「自

律的な健康づくり」へと移行していくとされてい

る。この「他律的健康づくり」から「自律的健康づ

くり」へと移行していく転換期が学童期であり、歯

と口の健康づくりを含む学校における健康教育の

在り方を一層重視する必要性が示されている（図

１）。 

本研究における「生涯にわたる健康づくり」と

は、児童が自らの歯と口の健康に興味・関心を持

ち、健康に過ごすために必要な生活習慣や歯みが

き習慣、噛むことの大切さについて学び、学童期の

大事な時期に正しい知識を身に付け実践すること

により、健康観を高めていくことと捉える（図２）。 

(2) 8020 運動と健康寿命 

我が国の平均寿命は年々長くなっており、寝たき

りなどの状態を阻止し、生涯にわたりセルフコント

ロールを可能とする健康寿命の延伸が求められて

いる。平成 28 年度の平均寿命と健康寿命の差を見

てみると、男性は 8.84 歳、女性は 12.35 歳となっ

ている（図３）。 

8020 運動は、「80 歳になっても自分の歯を 20 本

以上保とう」という運動で 1989 年（平成元年）に

厚生動労省と日本歯科医師会が推奨して開始され

た。20 本以上の歯が残っていると、硬い食品でもほ

ぼ満足して噛めることから生涯にわたる歯科保健

教育を幼児期から取り組む必要がある。現在、8020

運動の達成率は増加傾向にあるものの全国と比べ

ると本県の達成率は低い現状がある（図４）。 

歯は一度失ってしまうと元には戻れず、残歯本数

が少ないと噛む力や顎の筋肉が衰えていく。その他

にも飲み込むことやしゃべるといった口腔の機能

も次第に低下していく。現代の子供たちは、洋食を

好む傾向がみられ、あまり噛まなくてもいい食事内

容が続くと顎の筋肉が未発達となり、顎が小さくな 

る。そのため、永久歯がきれいに収まりきれず歯並 

 
図１ 生涯にわたる健康づくりの概念図 

 
図２ 本研究における生涯にわたる健康づくり

の定義 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

日本学校保健会 
「『生きる力』を育む学校での歯・口の健康づくり」 一部改編 

図４ 8020 運動の達成率（沖縄と全国の比較） 

【平成 23 年度】  【平成 28 年度】 

出典： 沖縄県（県民健康・栄養調査） 
    全国 （歯科疾患実態調査） 

平均寿命と健康寿命の推移（厚生労働省）より 

平成 28 年度（2016 年度）の数値を抜粋 

図３ 日本の平均寿命と健康寿命の差 



びが悪くなる原因となることもある。また、歯周病は多くの全身疾患との関連性があり、口腔

環境を清潔にし、歯と口の健康を維持することが歯の寿命を延ばし、全身の健康維持が保たれ、

健康寿命の延伸にもつながる。 

本研究では、生涯自分の歯と口でおいしく食事ができるよう、歯と口の健康に対する関心意

欲を高め、健康な歯と口を保てるよう系統的な歯科保健教育を行う。 

(3) ヘルスプロモーション 

ヘルスプロモーションとは、ＷＨＯ（世界保健機関）が

1986 年のオタワ憲章において提唱し、2005 年のバンコク憲

章で再提唱した、新しい健康観に基づく 21 世紀の健康戦略

のことをいい、「人々が自らの健康とその決定要因をコント

ロールし、改善することができるようにするプロセス」と定

義されている。学校において児童が自らの健康課題を把握

し、改善するためには、健康的な生活習慣を確立する（球の

押し方を習得）と同時に、学校、家庭、地域が連携しながら

（皆で球を押す）健康を支援する環境の整備を図る（坂道を

緩やかにする）など組織的な取組が必要である（図５）。 

平成 20 年１月中央教育審議会答申「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するため

に学校全体としての取組を進めるための方策について」（以下「答申」）では、子どもは守られ

るべき対象にとどまらず、生涯にわたり自らの心身の健康をはぐくみ、安全を確保できる基本

的な素養を育成していくことが求められているとし、学校教育においてもヘルスプロモーショ

ンの考え方を取り入れた実践が求められている。また、昨今の新型コロナの影響として、学校

での歯みがきタイムが滞っており、家

庭における歯のみがき方の教育や仕上

げ磨きの協力が非常に重要となり、家

庭と連携しながら歯みがきの定着につ

なげていく工夫が必要であると考え

る。 

本研究では、授業後の振り返りを通

して、授業内容を家庭で実践できるよ

うワークシートを工夫していく。 

２ 学校における歯と口の健康づくり 

学校における歯科保健活動には、保健

教育及び保健管理の２領域があり、それ

らを円滑に実施するために、学校や家庭

及び地域社会が組織的な活動を展開する

構造が示されている（図６）。 

平成 31 年３月「『生きる力』を育む小学校保

健教育の手引き」において、保健教育は体育科

保健領域、特別活動、総合的な学習の時間など

関連する教科等がそれぞれの特質に応じて、相

互に関連させて指導していくことが求められて

いる。そして、生涯を通じて自らの健康や環境

を適切に管理し、改善していくための資質・能

力を育成することを目標として、学習内容が系

統的に構成されている（図７）。 

 
図５ ヘルスプロモーションの概念図 

 
図６ 学校における歯・口の健康づくりの領域と構造 

        日本学校保健会資料（2020 年発行）より一部改編 

 
図７ 保健における体系イメージ 



歯と口の健康づくりに関する学習を進めるにあたっ

ては、適切な指導時間を確保するとともに指導方法を

工夫し、単なる知識の記憶にとどめるだけではなく、

子供たちが自らの歯と口の大切さに気づき、生活行動

や生活環境における課題を把握し、改善できる資質や

能力の基礎を培うようにすることが重要である。 

本研究では、学級活動（２）「日常生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」（表１）に

おいて、児童自ら生活習慣を振り返り、改善方法を見つけ、今後の対策方法について意思決定し

ていけるよう指導内容を工夫していく。 

３ 発達段階からみた系統的な歯と口の健康づくり 

令和２年２月「『生きる力』を育む学校での歯・口

の健康づくり」において、歯と口の健康づくりは、

子供にとって日常的で共通性のある題材であり、む

し歯や歯肉炎などの健康課題の発見が容易である

と示されている。また、その解決には、自身の自律

的行動が要求され、子供の発達の段階を踏まえて進

める必要があると明記されている。発達段階におけ

る主な特性は表２のとおりである。 

   小学校６年間での子供の心身の発育発達は顕著であり、その変化を見据えながら、自律的に取

り組むことができるよう、各学年に応じた歯と口に関する指導計画を作成する必要がある。 

   渡邊（2020）は、子供の口の中で最も目まぐるしく変化が見られる小学校の時期に、歯みがき

の技術と習慣をしっかりと身に付けることが、これからの人生において効果的に歯を守っていく

ための礎となると述べている。また、学年ごとの歯の特徴やポイントを挙げており、１年生は６

歳臼歯、２年生は前歯をしっかりとみがくこと、そして保護者は仕上げみがきを通してむし歯予

防はもちろんのこと子供の歯の状態をしっかり把握する必要があるとしている。３年生と４年生

は混合歯列期となり、乳歯と永久歯の生え変わりが激しい子供が多いため、歯の生え方に合わせ

てオーダーメイドのみがき方が必要となる。４年生の頃になると、上の歯と下の歯がうまく嚙み

合わない不正咬合が起こりやすい。その改善方法として、頬杖など片側の歯に負担をかけるよう

な姿勢を避けること、５年生は犬歯や小臼歯を重点的にみがき、歯肉炎のケアを行うことや６年

生は 12 歳臼歯をしっかりみがき、自分の意思で歯みがきができることの重要性について述べて

いる。 

   本研究では、子供たちが自身の歯と口の状況を把握し、成長過程の中で、新しい気づきや疑問

が解決するよう授業内容を検討していく。 

４ 養護教諭の保健教育に果たす役割 

答申において、深刻化する児童生徒の現代的な健康

課題の解決に向けて学級担任や教科担任等と連携し、

養護教諭の有する知識や技能などの専門性を保健教育

に活用することが求められている。また、「学校保健の

課題とその対応（令和２年度改訂）」の中では、養護教諭が授業に参加することの意義についても

示されている（表３）。平成 29 年告示の小学校学習指導要領解説においても、地域や学校の実情

に応じて養護教諭等、専門性を有する教職員等の参加・協力を推進することなど、多様な指導方

法の工夫を行うよう配慮することが示されている。 

本研究では、歯科検診結果を活用したワークシートを作成し、児童が自身の歯と口の実態を把

握できる機会を設ける。そして、児童の健康実態や生活実態を踏まえ、ティーム・ティーチング

（以下「ＴＴ」）による授業を実施していく。 

表１ 小学校における学級活動の内容 

「『生きる力』を育む 

学校での歯・口の健康づくり」より抜粋 

（１） 学級（ホームルーム）や学校におおける
生活づくりへの参画 

（２） 日常生活や学習への適応と自己の成長及
び健康安全 

（３） 一人一人のキャリア形成と自己表現 
 

表２ 発達段階における主な特性（一部抜粋） 

低

学

年 

・第一大臼歯や中切歯の生え変わり時期 

・自らの体の変化や成長に初めて気づく重要な時期 

・教師や保護者を手本として模倣する時期 

中

学

年 

・「なぜ」「どうして」と疑問を抱く時期 

・犬歯や小臼歯の交換時期 

・歯列不正や不正咬合の出現 

高

学

年 

・生活習慣をさらに意識化し確立させる段階 

・乳歯から永久歯への生え変わりが終わる 

・第二大臼歯が生える時期 

・歯肉炎についての理解・支援が必要 

・転倒や接触事故による歯・口の外傷が多くなる 
 

表３ 養護教諭が授業に参加することの意義 

ア 児童生徒の健康実態や生活実態を授業へ反映

させることができる 

イ 授業中の児童生徒の姿を知ることができる 

ウ ガイダンスからカウンセリングへの架け橋となる

ことができる 
 



Ⅲ 研究の実際 

１ 実態把握 

７月に児童 616 名（回収率 93.6％）、保護者 266 世帯（回収率 56.6％）、教職員 30 名（回収率

100％）を対象に「歯と口の健康に関するアンケート調査」を実施した。 

(1)  全児童へのアンケート調査 

    アンケート内容は、①歯みがきに関する内容（６

項目）、②歯科受診に関する内容（２項目）、③歯と

口の健康習慣に関する内容（５項目）で作成した。 

「歯みがきは好きですか」の質問では、「好き」

と答えた児童は 78％で、「嫌い」と答えた児童は

22％だった。嫌いと回答した理由には、低学年で

は、「ぐらぐらしている歯が痛いから歯みがきした

くない」など、生え変わり時期の歯の痛みが影響し

ていることがわかった。高学年では、嫌いな理由の

ほとんどが「めんどくさいから」となっており、大

事な歯を守るためにも、歯と口の健康を正しく理

解し、歯みがきを習慣化させる取組が必要である

（図８）。 

 「いつ、歯みがきをしていますか」の質問では、

全体の 72％が寝る前の歯みがきを行っていたが、

低学年の実施率は１年生 57％、２年生 69％と低い

結果だった。現在、新型コロナの影響により学校で

の給食後の歯みがきタイムが実施できない状況の

中、寝る前の歯みがきの重要性を理解させ定着させ

る必要がある（表４）。 

「自分の歯と口は健康ですか」の質問では、健康

だと思うが 65％、健康ではないと思うが 35％であ

った（図９）。健康でないと思う理由には、「歯が痛

い」、「歯みがきの時に血が出る」、「むし歯がある」、

「歯みがきをしない時がある」などが挙げられてい

た。「頬杖をするくせはありますか」の質問では、

「はい」と回答した児童は全体の 29％、「いいえ」

と回答した児童は 71％であった（図 10）。その他、

「歯ごたえのあるかたい食べ物より、やわらかい食

べ物が好きですか」の質問では、やわらかい食べ物

が好きと回答した児童は 59％、歯ごたえのあるか

たい食べ物と回答した児童は 41％だった（図 11）。

さらに、「8020 運動を聞いたことありますか」の質

問では、「ある」と回答した児童は８％、「ない」と

回答した児童は 92％であった（図 12）。以上のアン

ケート調査結果より、将来 80 歳で 20 本以上の歯を

保つためにも、小学校の時期から 8020 運動の取組

を伝え、永久歯が生えそろう大切な時期に毎日の歯

みがきにプラスして、食生活の大切さや姿勢・頬杖

などの影響についても伝える必要がある。 

 
図８ 歯みがきは好きですか 

表４ いつ歯みがきをしていますか 

           （複数回答可）   n=616 

 起床直後 朝食の後 夕食の後 寝る前 

１年生 １８％ ５８％ ３０％ ５７％ 

２年生 １９％ ６７％ ２６％ ６９％ 

３年生 ３０％ ５７％ ２８％ ７２％ 

４年生 １７％ ６７％ ２６％ ７９％ 

５年生 ２４％ ６２％ ２５％ ８０％ 

６年生 ２５％ ７４％ ２７％ ７４％ 

全体 ２２％ ６５％ ２７％ ７２％ 
 

 
図９ 自分の歯と口は健康だと思いますか 

 
図 10 頬杖をするくせはありますか 

 
図 12 8020 運動を聞いたことありますか 

 
図 11 食べ物の好みについて 
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  (2) 保護者へのアンケート調査より 

保護者を対象にしたアンケート調査では、①歯みがきに関する内容（５項目）、②歯科受診に

関する内容（２項目）、③歯と口の健康習慣に関する内容（６項目）で作成し、Forms または紙

面による回答と合わせて 266 世帯から回答が得られた。 

子供を歯科受診させるタイミングについての質

問では、むし歯になった時や歯が痛い時、学校から

の受診勧告が上位を占め、予防的に受診する定期

健診の回答は 18 人と少なかった（表５）。 

仕上げみがきに関する質問では、「毎日してい

る」が 77人（29％）、「時々している」が 75人（28％）、

「ほとんどしていない」が 53 人（20％）、「してい

ない」が 61 人（23％）との結果になった。また、

「毎日している」「ときどきしている」と答えた 152

人（57％）の保護者に対して、仕上げみがきをして

いる子供の学年を質問したところ学年が上がるに

つれ減っていた（図 13）。さらに、家族の誰が仕上

げみがきをしているかについて質問してみたとこ

ろ、「母親」が 62％、「父親」が 35％、「祖父母」が

２％、「兄や姉」が１％であった。その他、子供の

歯並びが気になるかについては、61％が「気にな

る」と回答し、8020 運動についての質問では、77％

が「知っている」と回答していた。このことより、

仕上げみがきや定期健診の啓発の必要を感じる。 

(3) 教職員へのアンケート調査より 

  教職員を対象としたアンケート調査では、①歯

科検診に関する内容（１項目）、②児童の歯と口に

関する内容（３項目）、③歯みがきタイムに関する

内容（４項目）、④歯と口に関する内容（３項目）

で作成し Forms または紙面にて回答が得られた。 

学級児童の歯と口の様子を把握しているかに

ついての質問では、表６のとおり、ほとんどの教

職員が「把握している」と回答していた。 

また、学級で歯と口の健康に関して気になる児童がいるかについては、「いる」と回答したの

は、16 人（53％）で、「いない」と回答したのは 14 人（47％）だった。これらの気になる児童

の保護者に対して、どのように対応しているかについては、「個人面談時に保護者に話している」

が 32％、「児童本人に歯科医院を受診するように話している」が 38％、「特にしていない」が

30％となっていた。今後さらに担任と連携し、気になる児童への個別対応を行っていく必要が

ある。8020 運動の取組については、「はい」と回答したのは 97％で、ほとんどの職員が取組を

理解していることがわかった。その他、歯みがきタイムに変わる取組について質問したところ、

「うがいやマウスウォッシュ」、「水筒の水で口をゆすぐ」等の意見や「家庭への歯みがきの呼

びかけや講話」などを希望していることがわかった。 

これまで実施した取組で良かったものや工夫した点については、「給食前に歯ブラシとコッ

プを準備する」、「動画を見せながら歯みがきを行う」、「親子歯みがき指導」、「養護教諭や歯科

衛生士との歯みがきの授業」、「フロスの使い方」等、歯みがき指導を中心とした取組が挙げら

れていた。 

表５ どのような時にお子さまを歯科医院へ 
受診させますか （複数回答可） n=266 

むし歯になった時 160 人 

学校から歯科受診勧告のお知らせが届い

た時 
147 人 

歯が痛いとき 108 人 

歯のそうじをする時 100 人 

むし歯になりそうな時 72 人 

歯並びが気になった時 58 人 

その他 （定期健診・歯のケガ、などの回答） 47 人 

歯肉が腫れている時 36 人 
 

 
図 13 仕上げみがきをしているお子さまの学年

（複数回答可）n=266 

表６ 児童の歯と口の様子を把握していますか 

            （複数回答可） n=30 

歯科検診結果の通知を児童へ配付する際に把

握している 
22 人 

健康診断票（歯）を転記しながら把握している 25 人 

歯科治療を終えた通知が家庭から届いて再度

把握している 
７人 

把握していない ３人 
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２ 歯と口の健康づくりに関する指導計画 

(1) 各学年での検討 

校内研修において、これまでの本校

の歯科検診結果や治療率を全国や県の

数値と比較し課題を職員全体で共有し

た。また、全国や県が取組を行ってい

る 8020 運動の達成率も確認しながら、

生涯にわたる健康づくりは、学童期か

らの生活習慣が大切であり、家庭や地

域と連携しながら行う必要があること

を確認した。その後、運営委員会にお

いて歯と口の健康づくりに関する指導

計画（案）を提示した後、各学年の歯と

口の健康教育指導案の検討につなげ

た。検討後の歯と口の健康づくりに関

する指導計画は表７に示したとおりで

ある。その他、学校全体の取組として

行った歯科検診結果を活用したワーク

シートによる歯と口の観察は本来であ

れば授業実施前に行う予定であった

が、今年度は、歯科検診の時期が変更

したため、授業後に全学年で実施する

こととした。次年度は、年間計画に位

置付け、６月の歯と口の健康週間にお

いて取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 14 本研究における指導計画作成の流れ 

表７ 歯と口の健康づくりに関する指導計画 

学年 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 

 

目標 

鏡を通して６歳ご
ろに生える６歳臼
歯と出会い、その
特徴を知り、ハブ
ラシで上手にみ
がく方法を学ぶ。 

歯 垢 の 隠 れ 家
(磨き残しの場所)
を知り、６歳臼歯
を守る方法（磨き
残しのない歯み
がき）を考える。 

間食とむし歯の
関係を知り、むし
歯になりにくい間
食や組み合わせ
を考えることがで
きる。 

よく噛むことが、
歯や身体の健康
づくりに大切なこ
とを知り、よく噛ん
で食べようとする
ことができる。 

学校で起こる歯
のケガや歯の救
急処置について
知り、大切な歯を
守るための行動
について考える。 

歯と口の健康を
守る取組 「 8020
運動」があること
を知り、80 歳まで
20 本の歯を保つ
方法を考える。 

題材 
ひみつのともだち
（はのおうさま） 

しこうのかくれが
から友達を守ろう 

お菓子とジュース
の甘～いわな 

よくかんで 
食べよう 

知ろう！守ろう！
歯の 119 めざそう 8020 

 

     

 

内容 

・６歳臼歯を知ろ
う 
・６歳臼歯を守る
ための方法 
・ハブラシ持ち方 
・こちょこちょ磨き 
・姿勢に気をつけ
よう 

・歯垢の隠れ家
を知る 
・歯垢があるとど
うなるのか 
・ﾐｭｰタンス菌と
は 
・歯垢をきれいに
落とすために 

・おやつやジュー
スに入っている
砂糖の量を知る 
・おやつの取り方 
・おやつの組み
合わせを考える 
・糖の取りすぎ注
意を川柳で啓発 

・昔と今の噛む回 
 数とかかる時間
の比較 
・噛むと良いこと 
・顎の発達 
・健康で丈夫な
歯になるために 
・良い姿勢 

・学校におけるケ
ガの起こり方  
・学校で起こる歯
のケガ 
・ケガの防止 
・安全な行動 
・歯ケガの手当 
・歯の定期健診 

・8020 運動とは 
・全国と沖縄県の
8020 達成率 
・残歯本数ごとの
食べられる食品 
・8020 達成に向
けての取組 

 

教材教具 

パワーポイント資料 

ワークシート 
振り返りシート 

パワーポイント資料 

ワークシート 
振り返りシート 

パワーポイント資料 

ワークシート 
振り返りシート 

パワーポイント資料 

ワークシート 
振り返りシート 

パワーポイント資料 

ワークシート 
振り返りシート 

パワーポイント資料 

ワークシート 
振り返りシート 

保健領域   けんこうな生活 体の発育と成長 けがの防止 病気の予防 

家庭科     食べて元気に こんだてを工夫して 

特
別
活
動 

     

学級活動 上記内容 上記内容 上記内容 上記内容 上記内容 上記内容 

児童会 

活動 

     すこやか朝会 

校内放送・掲示物 

学校行事 ・定期健康診断（歯科検診）   ・歯と口の健康週間（６月） 

給食 ・給食指導（ よい姿勢 ・ よく噛む ・ バランスよく食べる ）       ・歯みがきタイム 

家庭・地域 ・検温及び健康観察シート（夜の歯みがき項目）  ・学校だより  ・保健だより  ・歯ッピーだより  ・学校保健委員会 
 

 本校の課題把握（養護教諭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・前年度までの本校の歯科検診結果（全国・本県との比較） 

・歯と口の健康に関する調査結果（児童・保護者・教職員） 

校内研修で職員と課題の共有 

 

 
■４学年・６学年での

授業実践（特別活動） 

・授業前後の指導 
・授業後１週間の取組 
・授業後アンケートの

実施 

②授業実施 
【９～12 月】 

 
■歯科検診結果の活用 
・ワークシートを用いた自分の歯と

口の観察（12 月） 
■家庭への周知（歯ッピーだより） 

■夜の歯みがきチェック（毎日） 

■児童保健委員会の取組 
・歯と口の健康週間（７月） 
・すこやか朝会（11 月） 

・ハブラシの日の取組（毎月８日） 
・歯に良い献立作成（11 月） 

①学校全体の取組実施 
【７月～12 月】 

 
職員会議での提案・次年度に向けた特別活動年間計画への位置付け 

次年度計画へ【１～３月】 

 
①学校全体での取組（案） 
②各学年毎の歯と口の健康教育指導計画（案） 

各学年での検討 

 
歯と口の健康づくりに関する指導計画（案） 

素案の立案と運営委員会での提示 



  (2) ＴＴによる授業実践（４学年） 

① 指導計画 

４学年は、乳歯から永久歯に生え変わる大事な時期であり、この時期にしっかり噛む習慣

を身に付けることは、歯と口の健康に欠かせない。噛むことの良さや大切さを教師側から発

するのではなく児童自ら調べて自分事として捉える場にするために、ＩＣＴを活用したグル

ープ学習を取り入れた。４学年は、新型コロナによる休校や分散登校でもオンラインで対応

できるよう普段の授業の中でもＩＣＴを活用しており、本時においてもスムーズに実施する

ことができた。また、本県が発行している次世代の健康づくりの副読本「くわっち～さびら」

（2015）を活用し、昔と今の食事における噛む回数や食事にかかる時間帯の違いに気づかせ

た。さらに、日頃の食事の様子を把握するために行った事前アンケート授業で活用し、児童

自ら噛むことや姿勢など、生活を振り返ることで、本時の内容につなげた（表８）。 

表８ ４学年学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 指導内容 

     ４年生の食事における実態として、授業前の事前アンケートでは、

ひと口 30 回以上噛んでいる児童は少なく、10 回程度と噛む回数の

少ない児童が多かった。また、食事にかかる時間帯は、15～20 分で

食べ終えている児童が多く見られた。そんな子供たちに、昔（弥生

時代）の人の１回の食事における噛む回数が約 3990 回で食事時間が

51 分であることを伝えると、約 4000 回噛んでいることや小学校の

授業(45 分間)より食事時間が長いことに驚いていた。さらに、噛む

回数や食事における時間以外にも、顎の大きさや形が違うことにも

気づいていた。食事の時、よく噛んで食べなさいと言われるが、な

ぜよく噛むのか、よく噛むとどんな良いことがあるのか、噛むこと

と顎は関係しているのかなど、授業前には疑問に感じていたものの、ＩＣＴを活用した調べ

学習を通して児童それぞれが、噛むと良いことを発見する様子が見られた（図 15）。よく噛

 
図 15 調べ学習の様子 

実施日： 11 月 22 日（４年１組） 11 月 25 日（４年２組） 12 月２日（４年３組） 

題材名： 「よくかんで食べよう」 

ねらい： よく噛むことが歯や身体の健康づくりに大切なことを知り、よく噛んで食べようとすることができる。 

本時の展開 

 学習の流れと児童の活動 指導上の留意点 

導入 

10 分 

１ 授業前アンケートから実態を把握する。 

２ 昔と今の食事における噛む回数と食事にかかる時間を

知る。 

■弥生時代（3990 回 51 分） ■現在（ 620 回 11 分） 

３ なぜよく噛むと良いのか。噛むとどんな良いことがあ

るのか考える。 

 

 

(T2)昔の人は、噛む回数が多く食事にかかる時

間も長い事に気づかせる。 

(T2)噛む回数や食事にかかる時間以外に、顎が

小さくなっている事に気づかせる。 

(T2)よく噛むとどんなことが起こるのか想像

させながらめあてへとつなげる。 

 

展開 

30 分 

４ 噛むとどんな良いことがあるのかインターネットで調

べる（グループ学習）。 

５ グループで調べた「かむと良いこと」を発表する。 

６ みんなが調べた内容を並び替えると、 

『ひみこのはがいーぜ』になる。 

７ 児童が調べた、かむと良いことに追加して養護教諭が

他の良さも伝える。 

８ よく噛むための６つの方法を考える。 

９ ６つの方法にもう１つプラスするとなお良い方法『姿

勢』を伝える。 

10 給食時間の姿勢について知る（給食時間の写真を提

示）。 

(T1)グループで調べ学習した内容の中に 

「ひみこのはがいーぜ」があることに気づ

かせる。 

(T2)「ひみこのはがいーぜ」の補足説明をしな

がら、歯と口の健康にも良いことに気づか

せる。 

(T2)給食時間はよく噛んで唾液を多く出し歯

と口を綺麗にすることを意識させる。 

(T2)良い姿勢で食事を行うと嚙み合わせが良

くなり歯も丈夫になることを伝える。 

(T1)日頃の姿勢を見直すことで、自分にできる

取り組みを考える。 

まとめ 

５分 

11 本時の振り返りと感想 

自己決定した取組内容を発表する。 

(T1)これから頑張りたいことを発表し全体で

共有する。給食時間に１週間取組を行う。 

 

【めあて】かむことの良さを知り、よくかんで食べる方法を考えよう 



むと唾液が出て歯と口の健康にも良いことも児童から意見が挙がった。児童の調べた内容に

プラスするとなお良い「姿勢」の話や、給食後の歯みがきタイムがないため、しっかり噛ん

で唾液を出し歯と口をきれいにすることを話した。また、よく噛む習慣を家族と一緒に定着

させるため、学習したことを家庭へ伝える宿題ワークも実施した。調べ学習で分かったこと

や児童の感想、宿題ワークでの家族の感想を表９と表 10 に示している。 

 

③ 授業後１週間の取組ワークより 

授業で噛むことについて自己決定した取組内容を各自で１週間行った。取組は、目標を「噛

むこと」と「姿勢」の２項目で設定し、一日ごとに振り返り、〇（達成できた）、△（もう少

し）、×（できていない）で自己評価を行った。その結果、目標を全て達成した児童は 22％だ

った。一つでも△があった児童は 56％、全く取組ができなかった児童は 22％であった。取組

後の児童の感想は表 11 に示す。 

④ 授業前後のアンケートより 

授業後 30 回以上噛んでいる児童は、20％から 32％に増加し、10 回以上噛んでいる児童も

67％から 81％へ増加するなど、噛むことを意識している様子がみられた。また、頬杖をする

癖がある児童は、授業後 25％から 15％へと減少しており、学校生活以外にも、日常的に歯と

口に良い生活習慣を心掛けている様子がみられた（図 16）。 

 

 

表９ 授業後の児童の感想（一部抜粋） 

【噛むことの良さについてグループ学習で分かったこと】 

・かむことは、人間のけんこうにとって大切なことです。 

（いちょうのはたらき、歯の病気をよぼう、ひまんのぼうし） 

・よくかむことで、食べ物の消化を助ける。味がよくわかる。 

・口のまわりの筋肉をよくつかうことで、アゴの骨がじょうぶになる。 

・言葉の発音がきれいになる。表情がゆたかになる。 

・のう（脳）に流れる血液の量がふえるので、のうがかっぱつになる。 

しゅうちゅう力がアップする。 

・だ液がよく出て、むし歯や歯しゅう病の予防になる。 

【わかったこと】（感想） 

・歯は、ただかむだけの役割だけと思っていたけど、

今日の勉強で歯は、体全体の健康にかかわること

がわかりました。 

【とりくみたいこと】（今後の目標） 

・スマホを見たり、ねこぜになったりして食べていた

から、これからは良いしせいで食事をする。 

・よくかんで歯もきれいにして「ひみこのはがいーぜ」

をがんばる。 
 

表 10 宿題ワークから保護者の感想（一部抜粋） 

・かむことは、食べることだけではなく、体や心などの発達にも大切であることが分かりました。歯ブラシで歯をピカピカにし

て、食事中では、しっかりとかむことに意識させたいと思います。 

・「ひみこのはがいーぜ！」学習した事を聞き、改めて日々の食事、かむ事の大切さを知る事が出来ました。家族で意識して、毎

日の食事を健康的に「ひみこのはがいーぜ」を楽しみながら取り組みたいです。 

 

表 11 授業後１週間の取組ワークの感想（一部抜粋） 

【うまくできた理由】 

・しせいをいしきしていたからねこ

ぜにならなかった。 

・「ひみこのはがいーぜ」を思いだし

たから。 

・30回かぞえてかんだから。 

・自分でやろうと決めたから。 

・かぞくに言われてできた。 

【できなかった理由】 

・テレビを見ながら食べてい

た。 

・しせいが、いつのまにかくずれ

ていた。 

・いしきしないでいつもと同じ

ように食べていた。 

・時間がなかったから。 

【取組を終えての感想】 

・かむときやしせいがこんなに大切だということが知

れてよかったです。 

・いがいと自分でも気づかないうちに、しせいがわる

くなっていてびっくりした。 

・意しきして、きれいで健康な歯にしたい。 

・しせいを良くして、かむということにはちゃんと意

味があり、これからもがんばりたい。 
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事前（11月）
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事後（12月）
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【よく噛んで食べていますか】

30回以上 10回くらい ５回くらい 気にしていない

25%
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【頬杖をするくせはありますか】

はい いいえ

図 16 授業前後のアンケート結果より 

事前（7月） 

n=１01 

 

 

事後（12月） 
 n=88 



(3) ＴＴによる授業実践（第６学年） 

   ① 指導計画 

     ６学年では、毎年の歯と口の健康週間を通して、歯と口の健康について学んでいる。今回、

発展的な内容として 8020 運動の取組について学び、将来に向けて健康な歯と口を保つため

に、自ら考えた取組を実践していけるよう授業内容を計画した（表 12）。 

表 12 ６学年学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 指導内容 

   歯と口の健康を守るために「8020 運動」という取組

があることを初めて知った児童がほとんどであり、

8020 運動に興味を示していた。また、全国と本県の

8020 達成状況を知り、80 歳で 20 本の歯を保っている

高齢者が意外に少ないことや、当たり前にある自分の

歯がなくなることが想像できないなど、歯を大事にし

ながら過ごすことの大切さに気づいていた。さらに、

歯の本数で食べられる食べ物が異なること（図 17）や

丈夫な歯であり続けるためにも柔らかい食べ物ばかり

ではなく、歯ごたえのある食べ物を食べたり、一口 30

回噛んだりなど、日頃の歯みがき習慣以外に食生活の

大切さについても伝えた。自己決定の場面では、むし

歯がなくても定期的に歯科を受診し、歯の状態を診て

もらうなどの意見が児童から挙がった（図 18）。事後

指導として、自己決定した取組を１週間実践し、学習

した内容を家族に伝える宿題ワークも行った。授業後

の児童の感想と宿題ワークでの家族の感想やメッセー

ジは、表 13 と表 14 に示している。 

18 本～28 本 

 

６本～７本 

 

０本～５本 

 

図 17 歯の本数と食べられる物 

 
図 18 児童が考えた歯と口の健康 

を保つ取組 

実施日： ９月 14 日（６年３組・４組）  ９月 16 日（６年１組・２組） 

題材名： 「めざそう 8020」 

ねらい：①8020 運動の取組と 80 歳の歯の現状を知り、健康な歯を守るために日頃の生活習慣を振り返る。 

    ②80 歳まで健康な歯を 20 本以上たもてるような取組を考え、自己決定することができる。 

本時の展開 

 学習の流れと児童の活動 指導上の留意点 

導入 

７分 

１ 歯な何のためにあるのか。 

  大事な歯を失うとどうなるのか。 

２ 「8020 運動」を紹介する。 

３ 全国と本県の 8020 運動達成率の比較 

４ ７月のアンケート調査結果を見る。 

80 歳までに 20 本の歯を残すことはでき 

るのか、自分事として考える。 

 

 

(T1)歯の役割で思い浮かぶ事を 

発言してもらい、歯の必要 

性に気づかせる。 

(T1)歯と口の健康を守るための 

取組「8020 運動」を伝える。 

(T2)本県は 8020 運動の達成率が

低いことに気づかせる。 

(T2)アンケート結果をもとに自分

の将来（80 歳）を想像させる。 

展開 

33 分 

５ 歯の本数と、食べられる物について 

知る。 

６ 80 歳までに 20 本の歯を残すために 

できる取組を考える。 

■個人ワーク 

■ペア学習 

■全体での共有 

 

７ 今後の取組について自己決定する。 

(T2)歯の本数で食べられない物が

あることに気づかせる。歯の

本数が多いほど、硬い食べ物

を食べることができる。 

(T1)自分にできる取組を考えさせ

発表する。 

(T2)取組を３つ視点で分ける。 

●歯みがき💛食生活 歯科受診 

(T1)今後の取組内容を「歯みがき

習慣」と「食生活」で決める。 

まとめ  

５分 

８ 本時の振り返りと感想 

自己決定した取組内容を発表する。 

(T1)学んだことを家族に伝え、 

１週間取組へとつなげる。 

 

【めあて】80 歳まで 20 本の歯をたもつための方法を考えよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ 授業後１週間の取組ワークより 

80 歳までに自分の歯を 20 本以上保つための取組内容を授業で自己決定し、各自で１週間

行った。取組は、歯みがき習慣と食生活の２項目で設定し、一日ごとに振り返り、〇（達成

できた）、△（もう少し）、×（できていない）で自己評価を行った。その結果、目標を全て

達成した児童は 25.0％だった。一つでも△があった児童は 62.5％、全く取組ができなかった

児童は 12.5％であった。取組後の児童の感想は表 15 示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④ 授業前後のアンケート調査より 

授業から３カ月後に実施したアンケートでは、8020 運動の認知数は 14％から 90％に増加

したが、自分の歯と口は健康だと思う児童は減少する結果となった（図 19）。健康でないと

思う理由として、11 月の歯科検診でむし歯があったことや、自分で決めた取組ができていな

いなど、以前より歯と口への関心が高まったことが一因として挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     また、授業から３カ月経過した後でも自分で決め

た取組を継続して頑張っている児童は全体の 72％で

あり、取組内容は表 16 に示している。取組ができな

かったと回答した児童 28％の理由には、「取組を忘れ

ていた」「食事のとき、よくかまずに飲みこんでいた」

「意識していなかった」などがあり、定期的な取組や

継続した声かけが必要である。 

表 13 授業後の児童の感想（一部抜粋） 

・親や兄弟にも今日学んだことを伝えて、少しで

も 8020 運動を広げて好きな物を食べてもら

いたい。 

・食事でも（歯みがきいがいのこと）歯を守ること

ができると思っていなかったからおどろいた。 

・自分の歯は自分で管理しないといけないから、

歯のことを気にしながら一日を過ごそうと思

う。 

・80 歳で 20 本の歯を保つのは難しいけど、歯

みがきなどいろいろな心がけで歯が守れること

を知った。 
 

表 14 宿題ワークから保護者の感想(一部抜粋) 

・いつまでも好きなものを食べるためには、歯を残すことの大切さを

学んで自分なりの取組を実行してくれるとうれしいです。一緒にが

んばろう。 

・クラスの仲間のいろいろなやり方を知れた事で改めて歯みがきの大

切さを実感できたのは良かったと思います。早速、帰ったら歯みが

きをしている姿に感心しました。習慣づく事に期待大！ 

・80 歳になっても自分の歯でご飯が食べられるようにバランスの良

い食事を作るね！顎が小さいから硬い物食べてめざせ 8020！ 

・80 歳まで 20 本の歯を保てるように、普段の食事もよく噛んで食

べたり、毎日の食事後の歯みがきでフロスを使用したり、家族で続

けていこうと思う。 
 

表 15 授業後１週間の取組ワークの感想（一部抜粋） 

【うまくできた理由】 

・歯みがきとかむ回数を意識したから。 

・歯を大切にしたいと思ったから。 

・自分で決めた取組を頑張りたいから。 

・家族と一緒に取り組んだから。 

・80歳の時を考えて取り組んだから。 

・ちりょうが終わったばかりでむし歯にならな

いよう気をつけていたから。 

【できなかった理由】 

・歯みがきするのを後まわし

にした。 

・甘いものをついつい食べて

しまった。 

・ねむたくてかんたんに歯を

みがいた。 

 

【取組を終えての感想】 

・取組を表にあらわすことで、自分を振り返

れるから、次は気を付けようと心がけるこ

とができました。 

・自分で決めた取組だけど、思っていたより

難しかった。 

・歯みがき時間を作るため早起きする。 

 

 

表 16 授業３カ月後も継続している取組 

・歯みがきを３分する     

・歯と歯の間もみがく    

・歯のウラもみがく      

・しっかり 30回かむ    

・糸ようじやフロスをする 

・歯ごたえのある食べ物を選ぶ 

・甘い物はたべすぎない  

・歯医者へ行く(治療・定期健診) 
 

図 19 授業前後のアンケート調査より 
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はい いいえ
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【歯と口は健康だと思いますか】
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・朝うがいをする 
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・やさしく歯をみがく 
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事後（12月） 
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３ 学校全体の取組 

  (1) 歯科検診結果を活用した学級における指導 

本校では、児童の健康診断結果をスズキ教育ソフ

ト株式会社の「えがお４」に入力し活用している。今

回、「えがお４」の歯科検診項目において、児童の歯

式を入力すると、歯と口の様子が個別で分かるよう

に編集し、通知文書を作成した（図 20）。この通知文

書は、ワークシート形式の個票にしており、「自分の

『歯』をみてみよう」と題して、上段には、現在の歯

の本数や歯式の記号と意味（例えば、「Ｃ＝むし歯」）

が分かるようにした。中央には、実際の歯式の表、下

段には、自分の歯の状況を把握して感じたことを記

入する欄を設けた。 

今年度は、歯科検診が 11月へと延期となったため、

12 月に配付し、朝の時間帯や授業の残り時間を活用

して児童自身で自分の歯のどこにむし歯があるの

か、歯が全部で何本あるのか等を知る機会とした。次

年度以降は、１学期の歯科検診後に６月の歯と口の

健康週間の中で取組を実施し、自身の歯と口の状態

を把握できるようにしていく。また、保護者への啓発も行っていく。 

  (2) 児童保健委員会による取組 

毎年、すこやか朝会において、児童保健委員会よる発表朝会を実

施している。今年度は、11 月の歯科検診後に歯と口に関する内容で

動画作成を行い、朝会の時間を利用して各学級に動画配信した。沖

縄県では、11 月を「歯科口腔保健啓発月間（歯がんじゅう月間）」

（沖縄の方言で、がんじゅう＝頑丈）と定めており、歯や口への関

心を高めるため、歯と口に関するクイズを行い、むし歯にならない

ための予防や歯ブラシの方法を伝えながら、歯みがき習慣の大切さ

に気づかせる時間にした。また６年間むし歯のない６年生の表彰や、

歯と口の図画ポスターで入選した児童の表彰の様子も紹介し、学校

全体で歯と口への意識を高める取組を行った。すこやか朝会後の職

員からの感想は表 17 に示している。その他、沖縄県歯科医師会が健

康長寿復活に向けて、毎月８日を「歯ブラシの日」と定め、歯ブラ

シの毛先が広がると、歯の汚れがきれいに落とせず、磨き残しやむ

し歯・歯周病の原因になることを啓発している。本校でも、歯ブラ

シの日に合わせて、自分の歯ブラシをチェックし、毛先が広がって

いる歯ブラシは新しい歯ブラシへと交換するよう児童保健委員会が

ポスターを作成した（図 21）。歯ブラシの日のポスターは各学年に

掲示し、毎月８日は校内放送で呼びかけるなど啓発を行った（図

22）。 

表 17  すこやか朝会後の職員感想（すこやか朝会後のアンケートより一部抜粋） 

 

 

 

 

 
図 20 歯科検診結果を活用したワークシート 

 
図 21 児童保健委員会作成 
「ハブラシの日」のポスター 

 
図 22 校内放送の様子 

・クイズがあり、子供たちが楽しみながら参加していた。内容や時間帯（10分）もちょうど良い。 

・６年間、むし歯のない６年生の表彰や、「歯と口の図画ポスター」入選者の表彰の様子もあり良かった。 

・今後の新型コロナの状況によるが、歯の染め出し（歯垢染色剤を歯に塗り、着色した場所が視覚的にわかる）をして指導も行いたい。 

・歯みがきアプリで歯みがきをしている家庭があり、学校でもタブレットを活用した取組があるといい。 

・ハブラシの日のポスター、ストローを歯ブラシの毛先に見立てて細くカットしており、毛先が広がるなど、アイディアが凄い！ 



  (3) 健康観察シートを活用した家庭との連携 

新型コロナの予防対策・

拡大防止の観点から、各学

校で健康観察シートの取組

が開始され、今年度も継続

して実施している。新しい

生活様式の中で、マスク着

用と同じように毎朝の検温

や体調の記入が少しずつ習

慣化されてきている。今回、

学校と家庭の間で行われて

いる検温及び健康観察シー

トに新たに「夜の歯みがき」

項目を追加し、子供たちの

歯みがき習慣の定着を試み

た。低学年は仕上げみがき

の項目、高学年は歯と歯の

間の項目を追加した（図 23）。 

  (4) 歯ッピーだよりの発行 

歯と口の健康づくりは、子供たちだけでな

く家族一丸となり行うことで取組目標の達成

につながる。今回、学校での取組を家庭へ啓発

し、サポートしてもらうため、歯ッピーだより

を発行した。歯ッピーだよりでは、歯と口に関

する保護者アンケートの結果や授業の様子、

児童保健委員会の取組を紹介している。 

今回、歯と口の健康づくりの取組を行うにあ

たり、糸満市立学校給食センターの栄養士より

カルシウムが豊富な食材や噛み応えのある食

材を紹介してもらった。そこで、児童保健委員

会内で歯に良い献立を考案し、歯ッピーだより

を通して家庭へ紹介した（図 24）。今年度の取

組を終えて保護者や職員からの意見を表 18と

表 19 に示している。今後の参考とし、次年度

へ活かしていきたい。 

 ４ 考察 

本研究では、生涯にわたる健康づくりに向け

た取組の工夫として、児童の健康課題を職員と

共有し系統的な歯科保健教育の計画と実践を行

った。本研究のテーマとする生涯にわたる健康

づくりの定義（表 20）をもとに考察していく。 

  (1) 学校全体での取組 

   全体的な取組の１つ目は、全児童対象に行っ

た歯科検診結果を活用したワークにおいて、児

童一人一人がむし歯の有無や歯の本数の把握

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 糸満市立潮平小学校 検温及び健康観察シート（一部抜粋） 

 
図 24 児童保健委員会が考えた歯に良い献立 

表 18 今年度の取組に関する意見（保護者より） 

・むし歯なしの「ダイヤモンド賞」をもらい子供がとても喜ん

でいた。子供にとって歯みがきの向上につながると思う。 

・歯科検診結果を教材として活用している取組ワークは、子

供の歯と口の様子がわかり（どの歯がむし歯なのか）子供

自身が把握できるのですごいと思った。 

・歯ッピーだよりに授業内容が記載されていて良かった。 
 

表 19 今年度の取組に関する意見（職員より） 

・健康観察シートに夜の歯みがき追加の取組は良いが、歯み

がきをしている家庭としていない家庭で温度差がある。 

・子供たちで調べることで受け身にならずに参加できた。授

業後、姿勢に気を付ける子供たちの姿が見られた。（４学年） 

・歯医者に行かない児童がいる中、授業を通して歯と口の健

康を伝えられてとても良かった。（６学年） 

・アンケートで子供たちの実態が把握できたり、授業や授業

後のワークから子供たちが歯みがき習慣や食習慣への意識

向上が見られたりして良かった。（６学年） 
 

表 20 本研究における定義 

児童が自らの歯と口の健康に興味・関心を持ち、健康に

過ごすために必要な生活習慣や歯みがき習慣、噛むことの

大切さについて学び、学童期の大事な時期に正しい知識を

身に付け実践することにより、健康観を高めていく。 

 

夜の歯みがき 〇 
家族のしあげみがき 

（１～３年） 〇 
歯と歯の間もみがく 

（４～６年） 

 

 <食材> 
・にんじん 
・小松菜 
・豆腐 
・みそ 
・きのこ 

<食材> 
・にんじん 
・お肉 
・ピーマン 
・ほうれん草 
・レンコン 

みんなに良い歯をもってほしいの
で、かみごたえみそ汁を考えまし
た。このみそ汁を食べて良い歯を
もちましょう。みんなのために考え
たので食べてください。 

ピーマンや人参が嫌いな人も肉な
どと一緒に食べることができま
す。バランスよく食べれば栄養が
ついて歯や体が強くなります。ぜ
ひ食べてください。 



ができており、自身の歯と口に興味・関心を持ち、自分事として捉えることができたと推察で

きる。今回は、12 月の実施となり朝の時間帯や授業の合間に行ったが、今後は６月に実施し、

歯と口の健康週間と兼ね合わせながら取り組むことで歯と口への興味・関心がさらに高まるだ

ろうと考える。２つ目は、学校の取組を歯ッピーだよりで発信し家庭に周知することで、授業

内容や児童の感想を伝えることができ、家族と一緒に声かけしながら１週間ワークの取組目標

を達成するなど意欲の高まりがみられた。３つ目は、新型コロナの感染対策として実施してい

る健康観察シートに夜の歯みがき項目を追加して取り組むことで、検温やマスク着用のチェッ

クを行うと同時に歯みがきへの意識を高め、実践を促し、継続して歯みがきを行っている様子

が見られた。保護者からは、「チェック表があることで歯みがきへの意識付けや動機になる」な

どの声があったが、取組ができていない家庭もあった。家庭への歯みがきに対する意識を高め

る工夫や気になる児童への個別指導など課題が残る。４つ目の取組として、児童保健委員会で

ハブラシの日の取組や歯と口に関する内容を掲示物や放送で呼びかけ、一過性で終わらず、継

続的な取組へとつながるよう工夫し、歯みがきへの意識や習慣を継続させるようつなげた。以

上の取組を行ったが、歯科検診でむし歯のある児童の未受診率は 83.2％と依然と高い。検診が

11 月となり受診勧告が遅れたが、次年度も引き続き実施し、改善を試みたい。 

(2) 授業実践について 

今回、新型コロナの環境下において歯みがき指導を中心とした授業を見直し、新たな視点で

発達段階に応じた指導計画を作成することにより子供たちに歯と口の大切さを気づかせる工

夫を試みた。４学年においては、歯の生え変わりが多い大事な学童期によく噛むことの大切さ

や姿勢などの生活習慣を見直すため、日頃から活用しているＩＣＴを取り入れたグループ学習

を行った。その結果、子供たちが自ら調べて噛むことの良さや大切さを見つけ、知識理解が深

まっていた。さらに、授業後の感想では「歯は、ただ噛むだけのものと思っていたけれど、歯

は体全体の健康にも影響することが初めて分かった。」などがあり、授業を通して全身の健康づ

くりへの関心を高めることにつながった。授業後は、給食時間や１週間ワークにおいても、よ

く噛んで食べる様子や良い姿勢を意識して過ごす児童の姿が見られ、生活習慣の改善につなが

ったと考える。６学年においても、多くの児童が初めて耳にする 8020 運動を知り、健康な歯を

保つ難しさや残歯本数で食べられない物があることに驚くなど、今まで以上に自身の歯を大切

にしようとする意識の向上につながった。担任からは、「アンケートで子供たちの実態が把握で

き、授業後のワークで、子供たちの歯みがき習慣や食生活への意欲向上が見られて良かった」

など授業を通して歯と口への意識向上や生活習慣の改善へとつなげることができたと捉える。 

本研究では、養護教諭が日々の健康課題として感じている歯と口の健康づくりを学校全体で

共有し、系統的な指導計画を作成し授業実践を行った。小学校の６年間は、乳歯から永久歯に

生え変わる大事な時期だからこそ、歯みがき指導以外にも噛むことや姿勢、食生活などに着目

し授業改善を行っていく必要がある。今回、新型コロナで地域の方を招くことは難しかったが、

今後、学校歯科医や歯科衛生士、8020 達成者や栄養士などを外部講師として招き、子供たちの

心が弾むような授業づくりを試みたい。こうした取組が生涯にわたる歯と口の健康づくりへの

足がかりとなり、地域全体の健康観を高め継続した取組となるよう連携を図りたいと考える。 

 

Ⅳ 成果と課題  

１ 成果 

  (1) 授業を通して歯と口の健康を自分事として捉え生活習慣を見直し意識を高めることができた。 

  (2) 学年に応じた指導計画を作成し、次年度の特別活動年間計画へ位置付けることができた。 

２ 課題 

  (1) 児童が歯みがき習慣や食生活、姿勢等を意識していけるよう継続的な取組が必要である。 

  (2) 気になる児童や家庭への支援の工夫として、個別指導や校内体制の整備を図る必要がある。 
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